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代表質問（要旨）�

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た�

請
願
の
審
査
結
果

議会�
人事�
議会�
人事�
議会�
人事�

議
員（
公
明
）　
本
格
的
な
人
口

減
少
時
代
に
備
え
て
、
な
お
一

層
の
市
町
村
合
併
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
、
合
併
の
必

要
あ
り
と
意
志
表
示
を
し
た
市

町
村
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
ち
、
合
併
に
向
け
て
の

説
得
と
世
論
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。�

知
事
　
本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
を
控
え
、
市
町
村
の
行
政
基

盤
を
は
じ
め
と
す
る
「
基
礎
的

な
力
」
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
市
町
村

合
併
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
法
下
で
合
併
意
向
の
あ
る
市

町
村
等
を
対
象
に
、
合
併
の
組

み
合
わ
せ
を
示
す
構
想
を
策
定

し
て
い
く
。�

議
員
　
土
浦
市
は
、
ア
ジ
ア
唯

一
の
飛
行
船
の
飛
来
地
で
あ
り
、

飛
行
船
を
使
っ
た
ま
ち
お
こ
し「
エ

ア
シ
ッ
プ
タ
ウ
ン
構
想
」
は
、
国
、

県
の
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致

に
向
け
た
観
光
対
策
の
大
き
な

柱
に
な
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。�

知
事
　
県
で
は
、
飛
行
船
の
特

性
を
活
か
し
た
霞
ヶ
浦
周
辺
の

地
域
の
振
興
に
つ
い
て
市
と
共

同
で
調
査
を
行
っ
た
。
事
業
採

算
性
な
ど
検
討
し
て
い
く
べ
き

課
題
は
あ
る
が
、
県
と
し
て
も
、

当
面
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
飛
行

船
の
飛
来
を
促
す
な
ど
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。�

議
員
　
県
財
政
は
、
景
気
回
復

に
よ
る
県
税
収
入
の
大
幅
な
増

加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
機
的

状
況
に
あ
る
。
平
成
二
十
二
年

度
を
目
標
と
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
達
成
の
見
通
し
と

厳
し
さ
を
増
す
財
源
対
策
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。�

知
事
　
平
成
二
十
二
年
度
ま
で

の
黒
字
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
等
の
歳
出
削
減
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
達
成
可

能
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
徹

底
し
た
歳
出
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
県
税
徴
収
率
向
上
、

企
業
誘
致
に
よ
る
税
源
の
涵
養

と
い
っ
た
歳
入
確
保
対
策
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
財
源

を
確
保
し
て
い
く
。�

議
員
　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
、

事
業
の
所
管
が
分
か
れ
て
お
り
、

当
面
予
算
執
行
の
連
携
を
密
に

す
べ
き
だ
。
ま
た
、
児
童
の
送

迎
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の

連
携
と
地
域
社
会
全
体
の
協
力

が
必
要
だ
。
同
時
に
、
地
域
社

会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
も
期

待
で
き
る
が
所
見
は
。�

教
育
長
　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、

補
助
金
交
付
要
綱
を
一
本
化
す

る
な
ど
効
率
的
な
予
算
執
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
健
や

か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
。
こ
の
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
地
域
社
会
全
体
の
教
育

力
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。�

（
ほ
か
に
、
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
、

身
障
者
な
ど
の
雇
用
対
策
、
地

球
温
暖
化
、
霞
ヶ
浦
問
題
な
ど

の
環
境
対
策
な
ど
も
質
問
）�

��

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求

め
る
意
見
書�

　
旧
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、

既
に
二
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

そ
の
過
程
で
発
生
し
た
職
員
の
不
採

用
問
題
は
今
も
な
お
解
決
し
て
い
な

い
。�

　
平
成
十
五
年
十
二
月
、
最
高
裁
が

「
国
鉄
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
作
成

に
当
た
り
、
不
当
労
働
行
為
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
国
鉄
も
し
く
は
国
鉄

の
法
的
地
位
を
引
き
継
い
だ
清
算
事

業
団
は
使
用
者
責
任
を
免
れ
な
い
」

と
の
判
断
を
下
し
た
こ
と
に
留
意
し
、

平
成
十
六
年
六
月
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際

労
働
機
関
）
は
、「
政
府
に
対
し
問

題
解
決
の
た
め
、
政
治
的
人
道
的
精

神
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
関
係
者
と

話
し
合
い
を
推
進
す
る
よ
う
に
勧
め

る
」
と
勧
告
し
て
い
る
。�

  

問
題
発
生
か
ら
二
十
年
経
過
し
、

不
採
用
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
当
時

の
職
員
も
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
、

人
道
的
見
地
に
立
っ
て
速
や
か
に
現

実
的
な
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。�

  

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
条
約
批
准
国
の
一
員
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
に
向

け
て
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
対
策
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書�

　
我
が
国
に
は
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
が

お
よ
そ
二
百
万
人
、
Ｂ
型
肝
炎
患
者

が
お
よ
そ
百
五
十
万
人
も
い
る
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

は
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん

へ
と
進
行
す
る
深
刻
な
病
気
で
あ
る
。

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
主
に

血
液
を
介
し
て
感
染
し
、
そ
の
大
半

が
、
輸
血
、
血
液
製
剤
の
投
与
、
予

防
接
種
に
お
け
る
針
・
筒
の
不
交
換

な
ど
の
医
療
行
為
を
原
因
と
す
る
も

の
と
言
わ
れ
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
中
、
Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い

て
は
、
集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
者
が
、
国

を
被
告
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
の
最
高
裁
判
決
が
昨
年
六
月
十

六
日
に
言
い
渡
さ
れ
、
最
高
裁
判
所

で
国
の
行
政
責
任
が
確
定
し
た
。
ま

た
、
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
も
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
患
者
が
国
と
製
薬
企
業
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
が
係
争
中

と
な
っ
て
い
る
。�

　
現
在
、
国
は
肝
炎
対
策
と
し
て
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
や
普
及
啓
発
等

な
ど
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
肝
炎
患
者
の
早
期

発
見
及
び
早
期
治
療
に
向
け
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
拡
充
、
確
実
に
治

療
に
つ
な
が
る
医
療
体
制
の
整
備
な

ど
、
さ
ら
な
る
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
対

策
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。�

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
対
策
の
一
層
の
推
進
を

図
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
要
望
す
る
。�

１
　
検
診
体
制
の
拡
充
と
検
査
費
用

の
負
担
軽
減
を
す
る
こ
と
。�

２
　
治
療
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
治
療
法
等
の
研
究
開
発
を
促

進
す
る
こ
と
。�

３
　
治
療
等
に
係
る
費
用
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
。�

タ
ク
シ
ー
事
業
の
規
制
緩
和
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書�

　
改
正
道
路
運
送
法
が
施
行
さ
れ
五

年
に
な
る
が
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
経

営
は
、
参
入
規
制
等
の
緩
和
を
受
け

て
、
全
国
的
な
規
模
で
大
幅
な
事
業

者
数
・
車
両
数
の
増
加
が
著
し
く
、

各
地
で
供
給
過
剰
が
進
展
し
、
事
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
一
部
地
域
で
は
コ
ス
ト
を

無
視
し
た
際
限
の
な
い
値
下
げ
合
戦

が
行
わ
れ
、
利
用
者
の
混
乱
と
不
信

が
発
生
し
、
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
の
長
時
間
労
働
や
過
労
運
転
に
よ

る
健
康
破
壊
、
極
端
な
低
収
入
に
よ

る
生
活
破
壊
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に

は
、
交
通
事
故
を
誘
発
す
る
恐
れ
も

生
じ
て
い
る
。�

　
本
県
に
お
い
て
も
、
タ
ク
シ
ー
需

要
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
新
規
参

入
事
業
者
に
よ
る
運
賃
・
料
金
の
価

格
競
争
が
行
わ
れ
、
乗
務
員
の
労
働

条
件
や
事
業
経
営
に
大
き
な
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
安
全
輸
送
の
確
保
の

上
で
も
影
響
が
生
じ
る
虞
れ
が
あ
り
、

早
急
な
是
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。�

　
よ
っ
て
、
今
後
と
も
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
者
・
住
民
に
と
っ
て
安
全
で

快
適
な
公
共
性
の
高
い
交
通
機
関
と

し
て
確
保
し
て
い
く
た
め
、
タ
ク
シ

ー
の
運
賃
・
料
金
に
つ
い
て
は
、
同

一
地
域
・
同
一
料
金
と
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。�

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書�

　
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
、

両
国
首
脳
会
談
に
お
い
て
交
渉
を
開

始
す
る
と
の
合
意
が
な
さ
れ
、
本
年

四
月
二
十
三
日
及
び
二
十
四
日
に
第

一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。�

　
豪
州
が
、
我
が
国
へ
の
輸
出
品
の

中
で
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
農

林
水
産
物
は
、
米
、
麦
、
牛
肉
、
乳

製
品
、
砂
糖
な
ど
、
我
が
国
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
品
目
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
品
目
に
つ
い
て
は
、
日
豪
両

国
間
に
大
き
な
生
産
性
格
差
が
存
在

し
て
い
る
。�

　
品
目
の
特
性
を
考
慮
し
な
い
ま
ま

一
律
に
関
税
撤
廃
が
行
わ
れ
れ
ば
、

新
た
な
経
営
安
定
対
策
の
導
入
や
食

料
供
給
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
、
現
在

進
め
て
い
る
我
が
国
の
農
業
構
造
改

革
の
取
り
組
み
に
支
障
が
生
じ
る
ば

か
り
で
な
く
、
農
林
水
産
業
へ
の
壊

滅
的
な
打
撃
と
な
り
、
関
連
産
業
や

地
域
経
済
に
も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
。�

　
更
に
は
、
食
料
自
給
率
が
低
下
す

る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
の
持
つ

水
源
の
涵
養
や
伝
統
文
化
の
伝
承
な

ど
多
面
的
機
能
が
低
下
し
、
社
会
全

体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。�

　
つ
い
て
は
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に

あ
た
っ
て
は
、
国
益
を
重
視
し
、
衆

参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
決
議
等

を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
の
実
現
を
強

く
要
望
す
る
。�

１
　
農
林
水
産
業
の
構
造
改
革
な
ど

生
産
現
場
が
現
在
行
っ
て
い
る
努

力
を
無
に
し
、
我
が
国
農
業
の
崩

壊
に
繋
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

米
、
麦
、
牛
肉
、
乳
製
品
な
ど
重

要
品
目
に
対
す
る
例
外
措
置
を
確

保
す
る
こ
と
。�

２
　
現
在
進
行
中
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
に
お
け
る
我
が
国
の
主
張
に
基

づ
い
た
、
整
合
性
の
あ
る
適
切
な

対
応
を
確
保
す
る
こ
と
。�

３
　
交
渉
期
限
を
定
め
ず
、
粘
り
強

く
交
渉
す
る
と
と
も
に
、豪
州
が
我

が
国
の
重
要
品
目
の
柔
軟
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
し
な

い
場
合
は
、
交
渉
の
中
断
も
含
め

厳
し
い
判
断
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
。�

合
併
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は�

合
併
構
想
を
策
定
し
て
い
く

意
見
書

意
見
書

意
見
書
（
要
旨
）


